
A．研究目的

北海道ブロックのHIV感染症の診療水準の向上お

よび HIV 感染者の受け入れ施設の拡大を目的とし

た。

B．研究方法

北海道ブロック内の拠点病院へアンケート調査を

行い、患者動向、診療実績、活動状況を分析した。

また、ブロック拠点病院に中核拠点病院を加えた体

制でHIV診療に関する研修会を開催し、各職種にお

ける診療水準の向上を図った。なお、これらの調査

及び研修会の一部は、北海道との共同で行った。さ

らに、院内における出前研修や院外へ出向く出張研

修を通して北海道におけるHIV感染症の診療水準の

向上を図った。出張研修では、研修前後にHIV診療

に関するアンケート調査を行い、研修の効果を評価

した。また、受け入れ施設拡大を目的とした各診療

ネットワーク（歯科・透析・福祉サービス）の充実

を図った。さらに、ブロック拠点病院内の各部署の

連携を図るために、｢HIV診療支援センター｣を設置

した。

（倫理面への配慮）

アンケート調査や研修会でのデータ解析、症例呈

示においては、患者個人が特定されない等の配慮を

行った。

C．研究結果

1．北海道ブロックの患者動向

平成28年12月末現在の北海道ブロックにおける

新規の HIV/AIDS 患者数を図 1 に示した。新規の

HIV感染者は23名、AIDS発症者は19名、計42名で

あった。

2．北海道ブロック拠点病院および北海道大学病院の

診療実績と活動状況

北海道の各拠点病院のHIV/AIDS患者の診療状況

を表1に示した。現在患者がいない施設が4施設あ

ったが、これまでHIV/AIDS患者の診療経験が全く

ない施設は1施設のみであった。地域別患者数は、

これまで同様、道央圏、特にブロック拠点病院に集

中していた。
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北海道ブロック内の患者動向や各拠点病院の診療実績、活動状況を分析した。また、

北海道ブロック内でHIV診療に関する研修会を開催し、各職種における知識および診

療水準の向上を図った。本年度の北海道ブロック内の新規HIV感染者数は、過去2番

目に多く、AIDS発症者数は過去最多であった。研修会に関しては、これまでおこなっ

てきたブロック拠点病院での研修会や出張研修を継続し、本年度は北海道内の26施設

での出張研修を行った。また歯科・透析・福祉サービスの各ネットワーク拡大に向け

た取り組みを行った。さらにブロック拠点病院内の各部署の連携を図るために、北海

道大学病院に｢HIV診療支援センター｣を設置した。次年度以降もこれらの活動を継続

するとともに、HIV診療水準のさらなる向上のために医療体制の整備を進めていく予

定である。
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北海道ブロックのHIV医療体制整備
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北海道大学病院の活動状況としては、後述する北

海道ブロックの研修会を主催または各地域の研修会

の支援を行った。

3．北海道ブロック内の研修会等の開催状況

【北海道ブロック内研修会の開催】

● 平成 28 年度北海道 HIV/AIDS 医療者研修会、

札幌、2016年6月11日
● 道東地区研修会、釧路、2016年5月28日
● 道央地区研修会、札幌、2016年9月29日
● 道央・道南地区研修会、函館、2016年11月4日
● 道北・オホーツク地区研修会、旭川、2016年11

月12日
● 北 海道 エイズ 治療 拠点 病 院看護 師 研修 会、

札幌、2016年10月29日
● 北海道HIV/AIDS医療者研修会専門職研修（カウ

ンセラー）、札幌、2016年10月29日
● 北 海 道 HIV/AIDS 医 療 者 研 修 会 専 門 職 研 修

（MSW）、札幌、2016年10月8日
● 北海道HIV/AIDS歯科医療研修会

北見、2016年8月7日

札幌、2017年2月18日

【北海道大学病院内研修会】

● 北海道大学病院HIV学習会

第19回：2016年5月27日

第20回：2016年9月13日
● 院内出前研修

内科、眼科

【北海道大学病院 出張研修（図2）】

● 札幌市内: 13施設
● 札幌市外: 13施設　

【北海道HIVネットワーク参加状況】

● 北海道HIV歯科ネットワーク: 41施設
● 北海道HIV透析ネットワーク: 37施設（図3）
● 北海道HIV福祉サービスネットワーク: 407施設

（図4）
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図1　北海道におけるHIV・AIDSの新規患者数

表1　北海道ブロックの拠点病院別患者数

図3　北海道HIV透析ネットワーク

図2　平成28年度　北海道大学病院　出張研修
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4．北海道大学病院HIV診療支援センターの設置

北海道大学病院では、院内のHIV診療関連部署の

連携により集学的治療をおこなうために、2016年7

月1日にHIV診療支援センターを設置した。センタ

ーに所属している部署を図5に示す。

D．考察

平成28年の北海道ブロックの新規患者は、過去

最多であった昨年の45名についで2番目に多く、新

規エイズ発症者も19名と過去最多であった。これ

らの結果から、北海道ではHIV感染者の早期発見が

いまだ不十分と考えられる。今後、一般医療施設へ

の啓発活動をさらに充実させていく必要があると考

えられた。

北海道大学病院でおこなっている出張研修は、

HIVの検査啓発と、受け入れ施設の拡大を目的とし

て行っているが、これまで出張研修を行った施設か

ら、平成27年は10名、平成28年は8名、それ以前

を含め総計で28名のHIV感染者が新規にみつかっ

ており、出張研修はHIV感染者の早期発見に対して

大きな効果が得られていると考えられた。また、研

修前後のアンケートにおいて図6に示すとおり、研

修後にHIV感染者の受け入れに対して肯定的な回答

が増加していた。実際に、出張研修後にHIV患者の

受け入れに至った施設が徐々に増えてきていること

からも、本研修が患者の受け入れに対する意識の改

革に大きな役割を果たしていると考えられた。

北海道では、歯科・透析・福祉サービスの各ネッ

トワークを構築しているがHIV福祉サービスネット

ワークへの登録依頼文書を行政から987件の社会福

祉法人に配布したところ、文書配布から2週間以内

に17件の社会福祉法人、87件の福祉事業所からの

登録が得られた。このことから、HIV診療施設の拡

大において行政との連携がきわめて効果的と考えら

れた。

HIV感染症患者の高齢化が進んでいることから、

様々な合併症をもつ患者が多くなっており、多くの

部署が連携して診療にあたる必要があると考えられ

たため、本年度北海道大学病院内にHIV診療支援セ

ンターを設置した。HIV 診療支援センターには、

HIV診療科のみならず、糖尿病内科、腎臓内科、肝

臓内科、整形外科など、慢性合併症に関与する部署

を多く含めた。HIV診療支援センターを設置して各

部署の担当者を決めたことにより、HIV診療に関す

る相談窓口が明確となったため、様々な相談をスム

ーズにおこなえるようになり連携がより強化された

と考えられる。

10

図6　出張研修前後のアンケート調査

図5　北海道大学病院HIV診療支援センター

図4　北海道HIV福祉サービスネットワーク登録施設



E．結論

北海道ブロックにおける HIV 診療水準向上のた

め、出張研修を含む研修会や診療ネットワークを通

じて、一定の成果が得られたと考えられる。

F．健康危険情報

該当なし

G．研究発表

1．総説論文
1)   遠藤知之:「医療現場における曝露後予防」、エ

イズの臨床　アップデート、アレルギー・免
疫、医薬ジャーナル社、23 (5): 90-95, 2016

2．学会発表
1)   遠藤知之:｢当院におけるHIV/HCV重複感染症治

療の現状と困難症例｣　第4回Japan HIV-hepatitis
Study Group講演会、東京、2016年7月3日

2)   遠藤知之: ｢HIV感染症の基礎と最近の話題｣　第
7 回中国四国地方 HIV 陽性者の歯科診療体制構
築のための研究会議、岡山、2016年11月6日

3)   遠藤知之、宮下直洋、笠原耕平、小杉瑞葉、岡
田耕平、白鳥聡一、後藤秀樹、杉田純一、小野
澤真弘、橋本大吾、加畑馨、藤本勝也、近藤
健、橋野聡、豊嶋崇徳: HIV感染症合併血友病患
者に対するMRIによる脳スクリーニングの意義
第 30 回日本エイズ学会学術集会・総会、鹿児
島、2016年11月24日-26日

H．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む）

1. 特許取得

なし

2．実用新案登録

なし

3．その他

なし
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